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Toward a History of Optical Boxes for Looking Into
 Hideyuki YOSHIMOTO
 
Summary
   In the preceding papers, I made critical analysis of Camera Obscura in the West and Japan. In 
this paper, I make an attempt to describe the history of the “perspective box,” “boîte d’optique” 
in French or “Guckkasten” in German, by which perspective prints (optical prints) were looked 
in. 
   The first known reference to the “perspective box” was on the 1646 entry in the Dagregister, 
Diary of the Dutch Trading House at Dejima in Japan. 
   The “perspective box with perspective prints” was very popular in the eighteenth and nine-
teenth centuries. At first, the attractive features of this optical apparatus were perspective and 
realistic views of landscape prints.  Then the prints were diversified by adding the topics of 
historical battles, major political events, famous religious scenes, great disasters, and ghosts or 
phantoms.  At the end, the apparatus with these prints have evolved into the one kind of “theater” 
in the market places before disappearing. 
キーワード
覗き眼鏡　眼鏡絵　カメラ・オブスクラ　ゾグラスコープ　光学箱　透視箱　顕微鏡
望遠鏡
Keywords
Optical Box　Perspective Box　Perspective prints　Camera obscura　Zograscope　Telescope
Microscope
本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
145
吉本秀之「覗く視覚装置の系譜学的研究に向けて：覗き眼鏡と眼鏡絵を中心に」/
YOSHIMOTO, Hideyuki. "Toward a History of Optical Boxes for Looking Into."
—
 
Es
sa
ys
　
—
　
序
　
二十世紀の視覚を形成したメディアは、映画であったと言っ
てよいだろう。映画は、一八九五年リュミエール兄弟がパリのグランカフェでスクリーンに投影し観客に見せた。しかし、装置そのものは、一八九一年エジソンによりキネトスコ プとして発明されていた。キネトスコープは、よく知られているように一人ひとりが箱の中を覗き込む装置であった。最初のフィルムの長さは十二秒、商業化された時点で長くて四十秒と今の映画からは考えられないほど短いものであった。一八九三年のシカゴ万博に出展され、一八九四年に商業化された。一八九四年四月ニューヨークのブロードウェイに「キネトスコープパーラー」が開店した。これ 、店内に数台から十台近くのキネトスコープが置かれ、好きな台に一セントを入れると一本せいぜい数分程度の映画を約十本見られる仕組みであった。類似の店舗がパリ、ロンドンをはじめ、世界中 都市に広まった。映画フィルムの標準（
三十五ミリ幅、一秒間に二十四コマ
）を作った
という功績はあったが、し し 映写するタイプ も が広がると、人気は下火になった。覗き込むタイプの映像装置は、投影するタイプの映像装置に、商業的には敗北したと言える。 覗く視覚装置の系譜学的研究に向けて
︱
覗き眼鏡と眼鏡絵を中心に
吉本秀之
　
視覚装置の歴史を振り返ってみれば、マジックランタンに始
まり映画やプロジェクターに至るプロジェクトするタイプの背後で、あるいは裏側で、顕微鏡、望遠鏡、覗き眼鏡、ステレオスコープ、最近のＶＲ等、覗き込む視覚装置が確実に存在していた。今回の論考は、近代に限定し、特に十八世紀初めから十九世紀初め でヨーロッパで流行し、いくらか遅れて日本でも流行した覗き眼鏡と眼鏡絵に焦点を合わせ 覗く視覚装置の系譜学的研究の出発点を与えることを目指す。　
覗き眼鏡は、最単純形では、四角の箱にレンズをつけただけ
のものだ。初期には、十七世紀初頭に作られ古典時代の代表的な視覚装置となったカメラ・オブスクラを転用した場合もあり、実際、研究者の間でも両装置の混同が見られる。まず 用語確認が必要となる。　
用語の検討
　
覗き眼鏡と眼鏡絵にフォーカスを絞る先行研究は、非常に少
ない
1。そのなかでは最新に近い論文のまとめを引用し、検討
することから始めよう。カルデンバッハは、一八 五年『プリ
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　　　　エジソンのキネトスコ プー　1894
Guckkasten,  TECHNOSEUM
 -Landesmuseum für Technik und Arbeit Mannheim 所蔵
　　　　Camera Obscura, D. Lardner, 1855
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ント・クォーターリー』に発表した論文で次のように記す。　
この装置を指す専門用語、ゾグラスコープ（
Zograscope ）と
いう新語を造ったのは、おそらく十八世紀の科学器具製造業者として有名なジョージ・アダムスであった。しかし、この語は広まらなかった。 「大陸では、この視覚装置と眼鏡絵を指す言葉は、もう少し単純であった。この装置が生まれた場所とみなされるフランスでは、絵図の方はヴュ・オプティック（
vue d'optique ）または遠近法的光景（
vue perspective ）と呼
ばれ、装置の方 単純にオプティッ （
optique ） または光学
箱（
boîte d'optique ） と呼ばれた。ドイツでは、絵図の方は覗き
絵（
G
uckkastenbild ）または覗き画（
G
uckkastenblatt 覗き箱の紙
葉）と呼ばれ、光学装置の方 覗き箱（
G
uckkasten ）と呼ばれ
た。イタリアでは こ 遠近法的写実画（
R
ealetti Prospettive ）は、
光学箱（
C
am
ere O
ttiche ）を通して見られた。オランダでは、こ
の光学図版（
opticaprent ）は、オプティカ（
optica ）で覗き込ま
れた
2。 」
　
ゾグラスコープ（
Zograscope ）は、反射鏡を四十五度に設置
していることから説明的に光学的斜鏡装置（
O
ptical D
iagonal 
M
achine ）と呼ばれることもあった。
　
以上、装置だけに注目して整理してみよう。この装置は、
覗き穴にはめられたレンズと からなる。普及した携帯型カメラ・オブスクラと同じく、四十五度の反射鏡がついている種類もあった。装置の名称としては、レンズに注目して「光学的
optic 」とその派生語、画像を収める入れ物に注目して
「箱」 、箱に収めてみる元々の絵の特徴によって「遠近法的
 
perspective 」 、そして最後に穴を通してなかを見る見方によっ
て「覗き」という四要素の組み合わせからなるとまとめることができる。　
さて、筆者はこのテーマに関してはじめて発表したのは、
二〇一八年五月二十七日東京理科大で開かれた日本科学史学会シンポジウムにおいてであった。発表のあと、会場にいたイタリア留学の体験をもつ光学史研究者から、イタリア語の用法に関して質問を受けた。その場 は回答できなかったので、各国語の用法・用例について、各国語の辞書・事典類、光学史や印刷文化史の文献を調べ直してみるこ にし　
そのプロセスを記述すると長くなりすぎるので、ここで 、
結果だけを記そう。　
イタリア語の光学箱（
C
am
era O
ttica ）は、そのラテン語形の
カメラ・オプティカ（
C
am
era O
ptica ）とともに、カメラ・オ
ブスクラ（
C
am
era O
bscura ）を指す用語であった。有名なとこ
ろでは、マルピーギの『遺著』 （
一六八七
）に二箇所ラテン語
とイタリア語の用例がある
3。また、十七世紀末の有名な哲
学辞典のひとつであるエティエンヌ・ショバンの『哲学辞典』（一六九二
） の 「視覚」 の項目でも複数の用例が見られる
4。また、
十八世紀以降 イタリア語の辞典類でも、同じ用例 見ることができる。前に記した通り、カメラ・オブスクラを覗き眼鏡に転用する事例は確認されているので、イタリア語とラテン語の光学箱 覗 眼鏡を指すことがなかったとは言えないが、中心的にはカメラ・オブスクラを指す用語であったことは押さえおく必要があろう。　
つまり、 「光学箱」という言葉は、多くの事例では覗き眼鏡
を指したが、言語によって覗き眼鏡を指す場合と、カメラ・オ
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ブスクラを指す場合があった。　
上のカルデンバッハからの引用では取り上げなかったが、オ
ランダ語で遠近法箱（
Perspectyfkas ）と呼ばれる装置がある。
これとの異同についても触れておこう。　
簡単にいえば、オランダの遠近法箱は、固有名詞に近い存在
である。制作年代も一六五〇年代半ばから一六七〇年代にかけての数十年間にほぼ限定される。原理そのものは、覗き眼鏡と違わないが、箱のなかの五面に、室内や教会堂内を描き、側面に空けた穴から片目で覗き込むと、その小さい箱が現実の室内であるかのように そして指ほどの大きさに描かれる人物が等身大に感じられるという装置であった。サミュエル・ファン・ホーホストラーテンが残した一六五〇年代後半制作の美品がもっとも有名な遠近法箱の事例である
5。覗き眼鏡の非常に特
異な事例だと位置付けること できる。　
日本語の用例も検討しよう。タイモン・スクリーチが述べる
ように
6、一六四六年という早い時期に、オランダ船に載って
カメラ・オブスクラが長崎 舶来している。カメラ・オブスクラに対する日本側の反応はなかったが、同じ一六四六 オランダ側は別の視覚装置を日本に送った。遠近法箱 あ それは、一六四七年、他の献上品、ラクダやヒクイドリ ともに江戸に持ち込まれた。江戸では、この覗き箱は人気を博した。舶来のこの装置を日本人は「極楽箱」と呼んだ。　
この初期の出会いのあと、どの程度、どういう頻度で、覗き
眼鏡と眼鏡絵が舶来したのか判明ではないが、着実に江戸時代の視覚文化として根付い　
そして、西洋では表にでなかった言葉が表に出た。 「からく
り」である。普及形態、あるいは日本における進化の最終形態としては、 「覗絡繰・覗機関（
のぞきからくり
） 」となった。京
阪では「のぞき」と略され、江戸では「からくり」と略されるようになったこの装置は、 『小学館
　
日本国語大辞典』第二版
の記述によれば、大道芸のひとつであり、 「大きな箱の中に物語に応じた絵を数枚納めて き 箱の両側に立った二人が、物語に節をつけてうたいながら綱を引き、絵を順次転換させる装置。これを前方の眼鏡から覗かせて料金をとった。 」大衆芸能として市場に進出したのぞきからくり 遠近法や光学的側面は、背景に退き、地獄極楽や演劇的空間を穴を通して覗き見る装置となった。　
日本での展開に関しては
7、 『江戸期視覚文化の創造と歴史
的展開：覗き眼鏡とのぞ からくり』 （
三弥井書店、二〇一二
）
で覗き眼鏡と覗き絵に関するもっとも体系的な研究書をだした板垣俊一の見解を紹介しておこう。　
板垣によれば、レンズを使った光学装置は、普通の近視用や
遠視用の眼鏡だけでなく、 望遠鏡、 顕微鏡（
虫眼鏡
） 、 写真鏡（
カ
メラ・オブスクラ
）を含めて「眼鏡細工」と呼ばれた。さらに、
現実を映した絵画や版画を覗き込むため 眼鏡細工があり、これが 「覗き眼鏡」 と呼ばれ、 「覗き眼 」 で見 れる が 眼鏡絵と呼ばれた。これらとは別に、 「絵を箱の中に入れてレンズ越しにしか見えないようにした があった
8。」彼はこれを
「のぞきからくり」と名づけ、 「覗き眼鏡」とははっきりと区別すべきだと主張する。 「のぞきからくり」の代表的ネタは「地獄極楽」であったのに対し、 「覗き 」のネタは 人間の住むこの世の都市であり建物であり風景であった、と板垣はま
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日本における展開のまとめとして、以上の板垣俊一の見解は
妥当なものだと言えよう。ただし、十七世紀ヨーロッパにおけるこの光学装置の出現から、十八世紀十九世紀における多様な展開を追いかけるとき、 「覗き眼鏡」 と 「覗絡繰 （
のぞきからくり
） 」
を峻別する ではなく、ひとつの視覚装置群のスペクトルの両極に置く視点が必要とされ であろ ということだけ、ここでは指摘しておこう。　
顕微鏡と望遠鏡
　
覗き込む装置の特徴をつかむため、初期近代に出現した他の光
学装置にも注目しよう。顕微鏡と望遠鏡 あ 。通説に従えば、顕微鏡は、一五九一年、オランダの眼鏡職人ハンス・ヤンゼンツアリス・ヤンゼンが発明した。望遠鏡はそれよりすこし遅く、一六〇八年十月 オランダの眼鏡職人フランツ・リッペルスハイが発明した。　
すなわち、顕微鏡と望遠鏡は、十六世紀末から十七世紀 頭に
かけて、オランダの眼鏡職人が発明したという点で共通する。そして、片目で覗き込む光学装置である点でも共通する。　
早く発明された顕微鏡から見ていこう。十六世紀末に発見さ
れた顕微鏡は、しかし、すぐには科学的発見に繋がらなかった。一六一〇年ガリレオ・ガリレイが自作の顕微鏡でハエの観察行った。一六二五年フランチェスコ・ テルッティ（
F rancesco 
Stelluti ） という人物が、 顕微鏡を用いたミツバチの解剖研究を行い、
解剖図を出版した。一六四四年、パレルモのジョバンニ・オディエルナ（
G
iovanni H
odierna ）という人物がハエの複眼を顕微鏡観察
して描いた。フランスのピエール・ボレルがそれまでの顕微鏡観察を収集しまとめて『顕微鏡観察１００選』
( 一六五五―五六
) を
出版した
9。以上、イタリアを中心にハチやハエの顕微鏡観察は
行われ、観察図の出版もあった。しかし、これが何か大きな発見と位置付けられることもなく、また大きな顕微鏡研究の流れを作りだすこともなかった。　
顕微鏡観察の流れという点で画期的であったのは、 フックの 『ミ
クログラフィア』の出版であっ ックは、十七世紀前半のイタリアの研究の伝統の上に、肉眼で ある程度見えていたものを試料に選んで、それを詳細に し、非常に優れ 銅版画を多数掲載する『ミクログラフィア』 王立協会から一六六五年に出版した。 『ミクログラフィア』 図版は、ハエの複眼 シラミやノミの詳細な形態、棘 ある葉っぱ、剃刀の刃、ヒトの髪の毛 コルク、葉脈、苔などの正確な姿を繊細な線で示 た。　
フックの『ミクログラフィア』の出版が大きな刺激となって、
一六六九年オランダのヤン・スワンメルダムの『昆虫記』の出版、一六七一年イタリア人解剖学者マルピーギの研究がロンドン王立協会の『哲学紀要』に 、 一六七三年オランダ人レーフェンフックの研究成果が同じく『哲学紀要』に掲載されるように り、顕微鏡観察は明確な流れとなった。　
顕微鏡観察によって、人類にとっての未開の地、ミクロ 世界
を切り開いたの 、オランダ人布地商人レーフェンフックであった。レーフェンフックは、ごく小さな球レンズを用いる独特の形態の単式顕微鏡を数多く自作し、フックの複式顕微鏡の倍率を
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十倍程度超えた。手のひらに収まるこの不思議な顕微鏡を使って、レーフェンフックは、はじめて現在の生物学にいう微生物（m
icrobe ）や細菌（
bacteria ）や赤血球を発見した。当時の学者の共
通語であるラテン語を学んでいないレーフェンフックは、俗語のオランダ語で自分の発見を記述し 画家を雇って絵に描かせたが、すぐには報告を信じてもら なかった。レーフェンフックの苦労の半分は、レーフェンフック以外に誰も見たこともない微生物の存在をどう記述したら る と うことに費やされたと言ってよいだろう
10。その原因は、もちろん、レーフェンフッ
クがその独特の顕微鏡の製作法も使用法も明 さなかったことに求められるが、それ けではない。ひとりが片目 覗き込む いう顕微鏡の視覚 性にも、ディスコミュニケーションの原因を求められなけ ばならな 。顕微鏡観察の場合、個人が見 ものは、絵に描いて他者に示すしかない。しかし、絵は、主観と絵を描く技量に大きく依存する。顕微鏡観察の公共性と客観性は、そのひとりで覗き込む形式のせいで、保証されることが非常に困難であったと言ってよ だろう。　
先走って付記しておこう。顕微鏡的視覚を直接テレビモニター
に映し出す二十世紀後半の技術開発が成功 るまで この根本的非共有性をうち破るには、写真術と組み合わせるしかなかった。科学技術医学史的に顕微鏡写真がほんとうに活躍したのは一八八〇年前後のコッホを待つ必要があった　
望遠鏡は、顕微鏡とは異なる動きを示す 望遠 の発見が伝え
られた翌年、一六〇九年の夏、ガリレオは、本人の弁では発見の報を聞いただけで望遠鏡を自作することに成功した。一六〇九年の夏、ずっと夜遅くまで起きていて 天文観測に没頭
した。望遠鏡で観測すると、夜空には、肉眼では見えなかったものが数多く見えた。月の表面のあばたがいわば月の海と山（
表
面の凹凸
）であることや、天の川が多くの星星の集合体であるこ
とや、とくに木星の衛星をはじめて発見し、メディチ星と名づけた。夏の観測結果を『星界の報告』という書物に急いでまとめ、翌一六一〇年三月 はヴェネチアで出版した。 『星界の報告』は、新しい時代の到来を告げるものだと受け取られ、一種のセンセーションをヨーロッパ中に巻き起こした。そして、初版は瞬く間に売り切れた
11。
　
ガリレオは、望遠鏡が切り開いた新しい宇宙の姿は、コペルニ
クス説を支持するものだととったし、プラハ 『星界 報告』を読んでガリレオを讃える小著を同年中に出版したケプラーにとってもそうであった。　
そして、 望遠鏡による天文観測は、 肉眼による観測に置き換わっ
ていった。　
同じ覗く光学装置であるのに、 この差はいった 何であろうか？
それは、 天文学が古代に数学的学問の一分野 して成立しており、大学の七つの自由 科のひとつにもなっていたこと すなわち、観測結果を交換・共有する天文学というディシプリンが成立していたこと、言い換えて、天文学者の共同体が成立していたことをその要因としてあげることができよう。　　
覗き眼鏡と眼鏡絵
　
この論考の主題、覗き眼鏡と眼鏡絵に入ろう。
151
吉本秀之「覗く視覚装置の系譜学的研究に向けて：覗き眼鏡と眼鏡絵を中心に」/
YOSHIMOTO, Hideyuki. "Toward a History of Optical Boxes for Looking Into."
—
 
Es
sa
ys
　
—
　
用語の検討では、装置だけを取り上げたが、覗き眼鏡と眼鏡
絵はセットとして扱う必要がある点を先に指摘しておこう。　
順に検討しよう。形態だが、最単純形では箱にレンズがつい
ただけのものであり、それだけでは非常に残りづらいものだと言える。眼鏡絵とセットでなければ、散逸しやすく、仮に残っていても正体 わかりづらい視覚装置 ある。この点は、針穴写真機やカメラ・オブスクラに共通する特徴と言えよう。用語は、前に見たとおり、分散していて、正体をつかまえる が難しい。　
次に装置の発明について見てみよう。カメラ・オブスクラよ
りもこの装置の始まりははっきりしない。先行研究では 十八世紀に入ってからという説 、十七世紀後半にはあったという説がある。カメラ・オブスクラの場合もそうであったが、オランダ商人が十七世紀初頭（
一六四六年の荷物にカメラ・オブス
ク
ラがあり、一六四 年 荷物に「覗き箱」
―
日本では「極楽箱」
―
があった
）に持ち込んだ荷物の記録（
『阿蘭陀商館日記』
）から、
十七世紀前半オランダにはあったと判断してよいだろう
12。
　
衰退に関しては、いろんな証拠からド・ケーゼルの指摘する
一八二〇年以降衰退し始めたという説を ってよいだろう。　
セットとしての覗き眼鏡と覗き絵の第一の特徴は、人類には
じめて、絵画による明確な遠近法視覚体験を与えた点にあ と言える。　
遠近法的絵画の最大の特徴は、デューラーの絵に明確に示さ
れているように、視点の固定である。固定された単眼視 遠近法的絵画を一言でまとめればこう表現できる。 実際に描くには、固定さ た視点と対象物のあいだに視線と垂直な窓を立て、窓
に映る景色を描きとる。この作業は原理的には難しくないが、実際に最後まで作業す のはものすごく手間取る。それを一気に簡単 したのが、カメラ・オブスクラの利用であった。カメラ・オブスクラを使えば、絵心がなくても、遠近法的に正確に風景をなぞることができる
13。
　
そうして描かれた遠近法的風景画（
景観図
）をもっとも劇的
に見る仕方が、その絵を眼鏡絵とし、覗き眼鏡を通して見ることであった。　
覗き眼鏡による視覚の特徴は、第一に、視野の限定（
箱のな
かに描かれた絵だけが視覚意識 対象となる
） 、第二に、視点の固
定。これで、遠近法的視覚 現実を見てい かのような錯覚・錯視を与えることができる。　
壁に掛けられていたり、本のなか 一ページとして取り込ま
れている遠近法的絵画は、自由な角度、視点から見 ことができるので、ほんとうに必要な視点に観察者を置くこ はできない。正確に言えば、観察者の視点を必要な点に留め置くことができない。　
遠近法的に正確に描かれた風景画や景観図を遠近法的に見る
装置として、覗き眼鏡と眼鏡絵のセットは、十八世紀から十九世紀初頭にかけて、ヨーロッパでも日本でもかなりの流行を見たが、十九世紀に入り、下火になった。流行のピークは、十八世紀の第二の四半期に始まり、世紀末に けて あった。
　
た
だし、原理はすこし違う点もあるが 十九世紀半ばに ステレオスコープが類似 視覚体験（
立体視：奥行き感覚
）をもたら
す光学装置として 一定期間、かなり 流行を見　
では、眼鏡絵としては、どんな絵がつかわれたのか？
　
当初
152
—
　
自
 由
 論
 文
　
—
東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 23 号（2019）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies, Vol. 23 (2019)
　　　　アウグスブルク製の眼鏡絵　A View of the Westminster Bridge, London   circa 1760
ミュンヘン　マリエン広場の眼鏡絵　1760 年頃
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それは、一般的に遠近法で描かれた風景図、景観図ということになるが、簡単にはカメラ・オブスクラを用いて（
あるいは
用いず
）描かれた都市、記念物、自然風景、建物などの透視
画法図が中心であった。しかし、時間が経つにつれ 別の題材も含まれるようになる。有名な歴史的戦闘や政治的事件などのジャーナリズム的 ものと、有名な宗教的場面などの教訓的なものである。視覚文化史に関して重要な著作を連続して出しているバーバラ・スタフォード よれば、眼鏡絵は、ついには、「ヨーロッパ大都市の町並み、高明な宮殿や教会の見取り図、有名な戦場風景、理想化された眺望図 田舎のスポーツ 「雅びな宴」 、狩、乗馬、楽興、ピクチャレスクな農家生活、紫煙くゆり立つ賭場風景、大災害、 「お化け 一種」
14」等々、マジッ
クランタンが好んで見せた幽霊・お化け・異世界も含まれるようになった。ここまで来ると 当初の遠近法的絵画は後景 退き、見世物的要素、覗いて て面白いものが前景を占めるようになる。　
ヨーロッパでは当初の遠近法的視覚効果をもたらす光学装
置という側面はいくらか残存したが、日本（
のぞきからくり
）
でも中国
( ラーヤンビェン
) でもそして発祥の地であるヨーロッ
パでも、興行的 見世物、ピープショーが最終進化形態だったと結論付けて問題なかろう。　
この側面と重なりつつ、別の側面を指摘することもできる。
眼鏡絵は、 ドイツでは 「書割絵
 K
ulissenbilder 」 、 イタリアでは 「新
世界
 m
ondo nuovo 」とも呼ばれた
15。こうした用語は、現実の
風景だけではなく、ヨーロッパにとっての新世界の風景、架空の世界の光景を三次元に迫真なものとして見せるビジュアルな
娯楽としてあったことを示している。現実のものも架空のものも含む、バーチュアルな観光体験をもたらしたと言ってもよいだろう。言葉を変えれば、娯楽と のバーチュアルなツーリズムと位置づけることもできる。この新しい側面は、したがって、蒸気機関車や写真術が出現する前の時代に、絵画や版画によるバーチュアルな観光体験を与え 仕掛けだったと表現することが許されよう。　
最後に論点を整理しておこう。カメラ・オブスクラに類似の
光学装置 し 十七世紀半ばに出現した覗き眼鏡は、十八世紀から十九世紀初頭にかけて、民衆芸術として西洋でも日本でも中国でも大流行した。光学的原理の単純さゆ に、 この装置は、カメラ・オブスクラなどの光学的装 と混同されやすく、これを指す用語も分散状態にあった。　
当初、十七世紀のオランダやフランスを中心に勃興した遠近
法で描かれた景観図（
l andscape prints ）を遠近法的視覚のもと、
迫真の姿で見る／見せる工夫として出発したこの光学装置は、次第に、歴史的戦闘や政治的事件、有名な宗教 場面を見せるようになり、最後には、大災害の様子や幽霊・お化け・異世界を見せるピープショーへと変貌していった。異世界の隣り合わせで、行ったこと ない、まだ たことのない新世界への仮想的な旅行体験を与える役割も果 すようにな　
市井の見世物として、この最終進化形は、二十世紀初頭の都
市にも生息していた。
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北京の街角で覗き眼鏡を覗き込む子どもたち　1869
E. Hilton 撮影の日本の街角の覗き眼鏡　1915
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—
 
Es
sa
ys
　
—
"m
ondo nuovo" 「新世界」というフレイズを重視している。なお、イタ
リア語では、この語をタイトルに掲げる素晴らしい研究書が出版されている。
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